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羽根車の製作誤差によって生じる軸流送風機の離散周波数騒音＊  






2．！己   号  
C：翼弦長 mまたはmm  
′：周波数 Hz  
桝：ロブ数  
Pい托，鳥：音圧の振幅 kg／m2  
タr：全圧 kg／m2  
p：音圧 kg／m2  
po：最小可聴音匠 kg／m2  
p．：静圧 kg／m2  
p．0：無限遠方の静圧 kg／m2  
0：流量m8／minまたはm）／S  
R：回転軸から半径方向の距離 mまたはmm  
SPL：音匠レベル dB  
f：真のピッチ mまたIimm  
Ⅳ‘：羽根先端の周速度 m／s  
〟，p：速度のエ方向とy方向成分 m／S  
仇：無限遠方の主流の速度 m／S   
Ⅳ（g）：複素ポテンシャル m2／S  
ちy：羽根車内の空間を円筒面で展開したときの■  
羽根車に固定した座標 m  
g：軸方向の距離 mまたはmm，あるいは夜 
素座標  
α：迎え角 度  
β：そりを表す角 度  
r：循環の平均値 m2／S  
β：2個のマイクロホンのなす中心角 度  
∫：翼の干渉係数  
ぞ：食違い角（図10参照）  
丁：時間 S  
山：角周波数1／S  
3．実験の装置および方法   
国1ほ実験装置ゐ概要を哀したものである・この装 



































● 昭和52年10月14日 創立80周年記念講演会（広島）にお  
いて講演，原稿受付 昭和53年6月2日．  
◆■ 正員．九州大学工学部（0812福岡市東区箱崎ト10－1）・  


















表1 供試羽根車の諸元  
における相対速度と翼弦長で定義したレイノルズ数は  

























月＝290mm と232mm（二乗平均半径）の2点．軸  
方向には動翼前縁から70mm上流の点を基準断  




くa）翼形翼羽根車  （b）扇形翼羽根車  
図2 羽根車の形状  図3 基準羽根車の特性曲線   








4．実験結果および考察   
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図ち 第2種動巽回転騒音の回転速度とロブ数   図4パルス発生装置と動翼番号  







ることを示唆している．   
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図7 動翼回転賢音の音圧レベルの軸方向減衰特性  
表2 食違い角誤差の影響  
津野 赦．児玉好雄∴高松康生  日本機械学会論文集（B編）  1810  




















差を持つ翼の配列で変わるといえる．   























ー3  －2  －1  0  1  2   3  
Jf degree  
回8 食違い角誤差が送風秩の流偉力学的特優にお  
上ばす影響  
衰3 ピツチ誤差の影響  
表4 そり誤差の影響  
表5 弦長誤差の影響  
羽根車   




られる．   
さて．騒音に流体力学的特性を加味した次式で定義  
される比騒音レベル亀がある．  














































＋∠csin（α＋β））………………………… （5）  
ここで，βはそり角に相当する量であるが，本実験の  
B18deNo． with」l∈  Allpass  Sum   
NO．1．3．5  ●  ▲  NO．3  0  △   
－2  －1   0   1   2   3  
J〔 degreo  
図9 食違い角誤差が比騒音レベルにおよばす  
影響  図10 直線輿列モデル   
深 野 徹，児玉好雄，高松康生  日本機械学会論文集（B編）   1812  
扇形釆の場合零で，巽形翼の場合ほ断面を円弧で近似  
して求めた．また．£は干渉係数でWeinig（10）によ  








型   
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できる．   
spL＝加1。g．。壁……（9）  
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図12 スペクトル密度分布の計算値と実験値と  
の比較  
















この式を展開すれば，   
p拍）＝PISin仙T＋sin（山Jh肌）T   















































回13 食違い角，そりおよび輿弦長の製作誤差  
量と循環の変化との関係  
（Pl＋p2CO8山2T）81n‘ひ1T＋P5CO叩5て  
図14 振幅変調波形モデル  

















ので，遠距離場ではこれが支配的となる可能性があ   
る．   
おわりに．本実験装置の製作に協力された坂井則  
臥黒木 章技官ならびに実験た協力された当時九州  
大学学生の伊東裕樹．烏飼節男の諸氏に感謝する．  
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〔回答〕 （1），（2）：ご質問の（1）と（2）は共通  
しているから，ここでまとめて回答する．製作誤差に   

























向圧力分布のモードがどうであるかによって生じる周   










考えられるからである．   
波数は決定される．たとえば本実験に用いたものより  
は相当に多い翼を有する羽根車の場合で隣接する2枚  
のみに誤差がある場合は．40Hz帯域ではなく 却Hz  
帯域の増加が著しくなると予想される．本実験では表  
4に示してあるS2とS3羽根車についての結果を比  
較すればそれが特によくわかる．   
また．質問のT8羽根車では軸対称な誤差ではある  
が誤差の符号が異なるので，局方向の偏流による圧力  
は3600が1周期となる分布となる．したがって強い  
20Hヱ帯域音の発生が推測されるが40H名寄域で騒  
